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認知症患者の現状と今後の見通しについて 公明党
堀 雄一朗 議員

　質問　平成29年版高齢社会白書に
よると、65歳以上の認知症高齢者は、
2025年には約５人に１人になると推
計されているが、当市の現状と見通
しについて伺う。
　市長　平成31年１月末現在、何ら
かの認知機能の低下が見られる市民
は1,339人で、認知症予備軍の方も

含めると約2,240人と推測される。
今後も高齢者の増加に伴い、認知症
患者も増えることが見込まれる。
児童虐待防止のために市と市民が協
力できることについて
　質問　児童虐待にかかわる事件の
報道が繰り返され、昨今、市民から
も何とかしたいとの声が出ている。

児童虐待防止のために、市と市民が
協力できることはないか。
　市長　市民の皆様には、近所の方
と日頃から気軽に声をかけ合う関係
を築き、地域での孤立化を防いでい
ただきたい。市も、子ども家庭支援
センターや児童相談所全国共通ダイ
ヤル189を周知していきたい。

国民健康保険税について 日本共産党
奥富 喜一 議員

▲横田基地（第２ゲート）

　質問　日本共産党は１兆円の公費
投入による国保税引き下げを提案し
ているが、①給与年収400万円、4人
世帯、30歳代、②給与年収240万円、
単身者、20歳代、③年金夫婦で夫の
年金230万円、妻50万円の場合の各
ケースについて、ア、平成30年度の
税額、イ、均等割を除いた税額、ウ、

協会けんぽの保険料を伺う。
　市民部長　①は、アが30万6,000
円、イが15万8,400円、ウが20万
1,960円、②は、アが11万6,400円、
イが7万9,500円、ウが11万8,800円、
③は、アが11万1,300円、イが5万
2,300円となる。
１月８日・９日のパラシュート訓練

中の事故について
　質問　横田基地で両日に連続して
発生した訓練中の事故について伺う。
　市長　パラシュート訓練中にメイ
ンパラシュートが機能せず、予備パ
ラシュートで着地した事故である。
市では徹底的な原因究明や再発防止、
速やかな情報提供等の要請を行った。

消防団員の安全対策について 公明党
原田 剛 議員

▲消防団総合訓練の様子

　質問　東日本大震災後、消防庁は
消防団活動・安全管理マニュアルの
作成を推進している。消防団員の安
全確保の観点からも、福生市にもこ
のマニュアルは必要ではないか。
　総務部長　福生市でも、消防団の
活動内容や訓練時に負傷者が出てい
る状況を考えると、消防団員の安全

管理は重要であるが、安全管理マニ
ュアルは、基本的には消防団が自ら
作成することが望ましいと考えるの
で、必要な情報提供をしながら、消
防団と協議していきたい。

消防団の配備器具について

　質問　近年の自然災害の頻発、激

甚化から、消防団の配備器具の充実
は重要と考えるが、見解を伺う。
　市長　現在、市では、救助資機材
セット、避難誘導用器具、夜間活動
用器具、啓発活動用器具を配備して
いる。配備器具の充実は重要であり、
消防団と協議して進め、その使用に
ついて訓練を実施したい。

▲認知症講演会の様子

「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」により、市議
会だよりの音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害
者（１・２級）の方にお届けしています。　
ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいまし
たら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生
活用具として給付を受けられます。（利用者一割負担）

議会事務局　☎042-551-1523

　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放
映します。放映チャンネルは、広報ふっさ及び多摩ケー
ブルチャンネルガイドでお知らせしますので、ぜひご覧
ください。

ケーブルテレビによる議会中継

ご利用ください！インターネット議会中継

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、
より身近に議会を感じていただけます。ぜひご利
用ください。

◆配信内容　本会議のライブ映像と録画映像

◆利用方法
　福生市公式ホームページ（http://www.city.
fussa.tokyo.jp/) →「福生市議会」よりアクセス

　まちの魅力づくり対策特別委員会では、新たな観光資源の創出として、
『和の文化について』、『洋の文化について』、『多摩川流域（沿い）の魅力
づくりについて』、『情報発信及び環境整備について』を協議し、次のこと
について推進することを提言する。

まちの魅力づくり対策特別委員会
第二回調査結果報告（概要）

『和の文化について』に関する提言
【提言１】�観光資源を点で終わらせるのではなく、面的にとらえてつ

なげる仕掛け
【提言２】既存の観光資源の景観及び魅力を向上させる仕掛け

『洋の文化について』に関する提言
【提言３】�国道16号線沿い（ベースサイドストリート）の魅力を強化

する仕掛け
【提言４】洋の文化が体験できるエリアとしての仕掛け

『多摩川流域（沿い）の魅力づくりについて』に関する提言
【提言５】�西多摩エリアの回遊の拠点、目的地としての福生市を創出

する仕掛け
【提言６】熊川分水を活かし、片倉跡地を活用する仕掛け

『情報発信及び環境整備について』に関する提言
【提言７】体験型観光資源の情報発信により、人を呼び込む仕掛け
【提言８】Wi-Fi環境の整備により、人の流れを創り出す仕掛け

※詳しくは 8面のまちの魅力づくり対策特別委員会の報告をご覧ください。
　なお、調査結果報告書の全文を、市議会ホームページに掲載しています。


